
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

合計（A) 0 7,577

1,611 3,703

7,577

1,669 3,874

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

今後、モデル市町村における多様なモデルの構築とその普及、教職員・コーディネーター・ボランティア等の研修の充実、市町村教育委

員会や学校への直接訪問、様々な団体等への啓発活動を行い、信州型コミュニティスクールの普及を進める。

目標に対

する成果

の状況

信州型コミュニティスクールを推進するため、様々な会議や集会等で趣旨の説明を行ったり、教職員やコーディネーター等の研修を行っ

たりしてきた結果、現状では７６校で取り組まれており、目標に達している。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 44,516 48,867

0 41,290

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

24年度

Aの

財源

0 3,280

概　算

人件費

5.00 5.00

0

3,226

41,290

0 0

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

市町村支援事業 補助金

信州型コミュニティスクール創造事業を実施する３市町

村に補助

3,114 7,072

信州型コミュニティスクールを県内に広げる取組

　○全県研修会（コーディネーター研修）

　○市町村教育委員会への訪問、学校訪問

　○教職員研修、市町村担当者会等での啓発

　○地域学校サポート推進委員会の開催

7,577

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（その他）

県民との協働による実施： 検討中

【左記の説明、根拠法令等】

県内の公立小中学校の理解を得ながら、全県で事業展開を行うため

課・室 文化財・生涯学習課

総合５か年

計画

プロジェクト  8-2-1　教育再生プロジェクト E-mail bunsho@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

７－１　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

　学校・家庭・地域の連携・協働による地域の実情に応じた、持続的な学校支援のしくみを県内全ての公立小中学校でつくり、多様な学校

支援の取組みを推進し、地域が見守り支える「地域とともにある学校」「地域に開かれた信頼される学校」づくりを目指す。

○地域の方が学校を支援している例はほとんどの学校で実践されているが、より学校・家庭・地域が連携・協働して子どもを育むために

は、学校運営への参画、学校支援、学校評価を一体的に行う取組が効果的である。

◆安全・安心・信頼の学校づくり 実施期間 H25 ～

17校 76校 達成

県推進事業 直接

0

25年度25年度25年度25年度 26年度

当初予算

補正予算 3,280

達成0 3% 13.6%

事業番号 15 07 06 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 信州型コミュニティスクール推進事業信州型コミュニティスクール推進事業信州型コミュニティスクール推進事業信州型コミュニティスクール推進事業
担

当

課

部局 教育委員会事務局

○信州型コミュニティスクール実施校数　１７校

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

―

30%

112 505

合計 0 3,226

信州型コミュニティス

クール実施校割合

成果目標の達成状況

項目

信州型コミュニティス

クール実施校数

区　　分（単位：千円） 23年度


